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秋田県では， i新規酒造好適米秋田酒こまちの栽培技

術確立と産地ブランド化」を目標に，酒米生産から酒

造技術や新規商品の開発まで各関係機関が一体となっ

て取り組んでいる.

現在までのところ，高品質の酒造原料米を供給する

ために，玄米蛋自質含有率を高めない葉色の目安(柴

田ら2007)と幼穂、形成期の生育診断(柴田ら2008)に

ついては生産現場に情報提供している. しかし，無効

精米歩合と正の椙院がある腹白状心白(高橋ら1999a， 

b)については，栽培条件との関係が明らかになって

し、なし、

そこで，本試験では，玄米横断面の心白型と千粒震

の関係に着目し，追肥との関連について検討したので

報告する.

材料及び方法

試験は， 2005~2007年に秋由県農林水産技術センター

農業試験場の水田置場で行った.供試品種は，秋田酒

こまちで栽植密度約21株/rrfで機械移植した.試験毘の

施把量は 3ヶ年共通で基杷窒素量0.5kg/aに追肥(無

し，幼穂形成期または減数分裂期に窒素成分で0.2kg/a)

を組み合わせて行った.各年の耕種概要は， 2005年は

5/19移植(稚苗)の 2区制， 2006年は 5/17移植(稚

苗，中苗)の各1区制， 2007年は稚苗で移植時期が5/

18と5/28の各1区制で行った.

玄米横断面の心白型は，各を~200粒について 5 つの型

に分類した(高橋ら1999b). 

また， 2005~2007年に秋田県内で一般栽培された秋

田酒こまちのサンプルについても心白型比率と千粒重

について分析した.

結果及び考察

一殻栽培された秋田酒こまちは，千粒重の平均が2005

年26.9g，2006年27.6g，2007年27.5gだった(第 1図). 

腹自状心自の比率は， 2005年23.8%，2006年21.3%，

2007年25.9%だった(第2図).千粒重と各心白型比率

の関係は，無白r=-0.485，点状r= 0.204，線状r=

-0.029，張状r=0.254，腹自状r=0.340 (第 3関)で

線状以外は0.1%水準で有意な椙関があった. このこと

から，千粒重が大きくなると，限状と腹自状の心白型

比率が高くなる傾向が明らかになった.

次に，農業試験場で行った，千粒重と心白型比率の

追肥に対する反応を解析した.千粒重は，減数分裂期

追肥>幼穂形成期追肥>無追杷の"聞に大きかった(第

4図).腹白状心自の比率は，減数分裂期追肥>幼穂形

成期追肥>無追肥の踊に高かった(第5図).心白型別

の千粒重は，眼状>腹白状>緯状>点状>然自のJII買に

大きく，無白以外は追肥により大きくなる傾向にあっ

た.特に，無追肥に比べ減数分裂期追肥により眼状と

腹白状心白の千粒重は大きくなった(第6図).

以上の結果から，腹白状の心白型比率を増やさない

ためには，減数分裂期追肥を控え守二粒重を大きくしな

い栽培方法が必要と考えられた.
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